
　浸軟は皮膚科では病的な状態とし

て扱われることが少ないが、褥瘡ケア

を行う者にとっては皮膚の湿潤が褥

瘡発生の要因となるため、注意を要す

ることは周知の事実である。「浸軟と

は水に浸漬して角質層の水分が増加

し、一過性に体積が増えてふやけるこ

とで、可逆性の変化である」と定義さ

れている1）。外からの水分を吸収して

角質細胞内の水分量が増加し、角質細

胞間を接着させているデスモゾーム

の構造が緩んでいる状態である。こ

のことから、外界からの外力に対する

抵抗力が低下し、表皮剥離を引き起こ

しやすく、外界からの異物や微生物の

侵入が容易となる。寝たきりの高齢

者が常時おむつを装着している場合

にも失禁で排泄物の付着が長時間も

たらされることによって、容易に浸軟

を引き起こす。特に頻回に排出され

る水様便はおむつに吸収されにくく、

高度の浸軟を招きやすい。この浸軟

状態の皮膚は損傷を受けやすく、ずれ

で容易に褥瘡を発生させる（図1）。浸

図1　皮膚浸軟による褥瘡発生例

皮膚の湿潤、つまりは浸軟が褥瘡発生の原因と
なっている。
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軟を効果的に予防するためには、適切

なスキンケア用品の活用とおむつの

管理が重要である。

1.浸軟を予防する
　スキンケア用品
　臨床現場で最も浸軟を引き起こす

部位として考えられるのは、おむつ内

の皮膚である。浸軟を予防するには

尿や水様便などの排泄物の付着を回

避することが重要である。予防的ス

キンケアとして、排泄物付着の回避目

的で撥水効果のあるスキンケア用品

の塗布が定着してきている。臨床で

はしばしば、撥水効果を期待し、ワセ

リンが活用されることが多い。しか

し、ワセリン単独の使用は汗腺をふさ

ぎ、経皮的水分蒸散を妨げるために浸

軟をさらに助長することは周知され

ていない。長期にワセリンを塗布し、

度重なる浸軟の結果、硬く角化肥厚す

るという例もある（図2）。

　このような状態になると皮膚本来

のもつ角層のバリア機能はなく、機械

的刺激による皮膚の剥離や感染を招

きやすく、スキントラブルに難渋す

る。有効なスキンケア用品としては、

撥水効果がありながら同時に経皮的

水分蒸散を妨げないものであるが、最

近は皮膚の保湿効果も兼ね備えた用

品（リモイス®バリア）が発売されてい

る。べとつかないことも特徴の一つ

である。

2.適切なおむつの選択と管理
　おむつ内は高温多湿状態であるが、

現在のおむつはそのほとんどが高通

気性で吸収ポリマーに素早く尿を吸

収させ、皮膚はサラサラの状態である

という高品質のものが多い。しかし、

この性能は1枚のおむつを装着した場

合の効果であり、臨床でよく目にする

尿取りパッドとの2枚重ねでの状態で

は通気性は損なわれるということは

周知されていない（図3、4）。二重お

むつにする理由は、尿失禁のたびにお

むつ交換することで経済的負担がか

かる、中の尿取りパッドをまめに交換

することで交換に要する時間も短縮

できるなどである。現在発売されて

いる高性能おむつは1枚で1000ml以

上吸収させ、高通気性を備えているも

のもある（TENAスリップ）。夜間な

どはこうしたおむつで対応し、おむつ

交換をしないという管理方法も選択

の一つである。なぜなら、二重おむつ

で皮膚の浸軟を招き、スキントラブル

や褥瘡を起こすほうが患者にとって

は不利益になるからである。

　臨床現場は今後も多くの高齢者を

対象にケアを展開していくことにな

るであろう。私たち看護者はバリア

機能が低下した高齢者の皮膚を理解

し、より個別的にアセスメントし、ア

ドバンスなスキンケアを提供する責

務がある。
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図2　ワセリンの長期使用で
　　  角化肥厚した肛門周囲の皮膚

�ワセリンを塗布された皮膚が水分や汗を
蒸散できずに浸軟を起こし、二次的皮膚
障害を起こす。

図3　臨床で見られるおむつを重ねて使用（二重おむつ） 図4　二重おむつ部に一致した浸軟


